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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
〇
六

小
序

　

南
宋
以
降
の
黄
籙
斎
で
は
、
神
虎
官
将
に
命
じ
て
亡
魂
を
連
れ
て

く
る
招
魂
呪
術
を
用
い
る
が
、
そ
れ
を
こ
こ
で
は
「
神
虎
召
魂
法
」

と
称
す
る（
１
）。「
八
門
召
魂
壇
」
は
、
こ
の
「
神
虎
召
魂
法
」
に
お
い

て
用
い
る
壇
の
一
つ
で
あ
る
。「
芻
人（
２
）」
は
、「
八
門
召
魂
壇
」
に
お

い
て
「
召
魂
」
す
る
と
き
に
用
い
る
藁
人
形
で
あ
り
、
棹さ

お

秤ば
か
りの

鈎
に

懸
け
て
用
い
る
。
亡
魂
を
招
く
と
、
棹
秤
の
藁
人
形
を
懸
け
た
側
が

少
し
重
く
な
っ
て
下
が
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
亡
魂
が
き
た
こ
と
を
確

か
め
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
興
味
深
い
方
法
が
、
南
宋
以
降
の
黄

籙
斎
に
つ
い
て
の
儀
礼
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
神
虎
召
魂
法
」
に
は
、主
に
「
陰
陽
二
壇
」
を
用
い
る
方
法（
３
）と
「
八

門
召
魂
壇
」
を
用
い
る
方
法（
４
）と
が
あ
る
が
、
元
来
は
そ
の
ど
ち
ら
か

一
方
を
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
両
者
を
併
用
す
る
形
も
行
う

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。い
く
つ
か
あ
る
儀
礼
書
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、

基
本
的
な
枠
組
み
は
同
じ
で
あ
る
が
、
細
部
に
は
様
々
な
差
異
や
齟

齬
が
見
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
た
の
か
を
具
体
的
に
把
握

す
る
の
に
は
、
困
難
な
点
も
少
な
く
な
い
。

　

小
稿
で
は
、
道
教
に
お
け
る
招
魂
法
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、「
八

門
召
魂
壇
」
に
お
い
て
用
い
る
「
芻
人
」
と
そ
れ
を
用
い
た
「
召
魂
」

の
儀
礼
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
儀
礼
書
に
記
さ
れ
た
内
容
を
比
較
検

討
し
て
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
で
き
得
る
限
り
「
芻
人
」
を

用
い
て
行
う
「
召
魂
」
儀
礼
の
実
態
に
迫
り
た
い
と
考
え
る
。

一
、
芻
人
を
用
い
る
「
召
魂
」・「
煉
度
」

　
「
八
門
召
魂
壇
」
に
お
け
る
「
芻
人
」
を
用
い
る
召
魂
法
は
、
南

宋
期
以
降
の
黄
籙
斎
に
つ
い
て
記
す
儀
礼
書
の
中
に
見
出
す
こ
と
が

八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て

│
南
宋
期
道
教
の
神
虎
召
魂
法
か
ら
│

浅　

野　

春　

二
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
〇
七

で
き
る
が
、
諸
書
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
異
な
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
記
載
の
内
容
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
煩

瑣
に
な
る
が
、
ま
ず
、
資
料
と
な
る
儀
礼
書
を
こ
こ
に
列
記
し
（
そ

の
際
、
括
弧
内
に
小
稿
で
用
い
る
略
称
を
記
す
）、
そ
れ
ら
の
間
の

異
同
等
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
「
神
虎
召
魂
法
」
に
つ
い
て
記
す
主
要
な
儀
礼
書
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

『
靈
寶
無
量
度
人
上
經
大
法
』
七
十
二
巻
（
度
人
大
法（

５
））

『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
五
十
七
巻
（
蔣
氏
立
成
儀（
６
））

『
靈
寶
玉
鑑
』
四
十
三
巻（
７
）

『
上
清
靈
寶
大
法
』
六
十
六
巻
（
王
氏
大
法（
８
））

『
上
清
靈
寶
大
法
』
四
十
四
巻
（
金
氏
大
法（
９
））

『
靈
寶
領
教
濟
度
金
書
』
三
百
二
十
巻
（
林
氏
金
書）
10
（

）

『
上
清
靈
寶
濟
度
大
成
金
書
』
四
十
巻
（
周
氏
金
書）
11
（

）

　

こ
れ
ら
の
儀
礼
書
は
す
べ
て
「
神
虎
召
魂
法
」
の
儀
礼
を
記
し
て

い
る
が
、「
八
門
召
魂
壇
」
や
「
芻
人
」
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
る

も
の
と
記
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
記
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

も
、
内
容
的
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

王
氏
大
法
、金
氏
大
法
、度
人
大
法
、霊
宝
玉
鑑
、周
氏
金
書
は
、「
八

門
召
魂
壇
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
蔣
氏
立
成
儀
、
林
氏
金
書

は
記
し
て
い
な
い
。

　
「
芻
人
」
は
、「
蒭
人
」
と
も
記
す
。
ま
た
「
芻
身
」「

人
」
と

も
称
し
、「
芻
身
」
に
つ
い
て
は
「
蒭
身
」
と
も
記
す
。
こ
う
し
た

藁
人
形
は
、「
神
虎
召
魂
法
」
だ
け
で
は
な
く
「
煉
度
」
で
も
用
い

る
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
は
、「
召
魂
」
と
「
煉
度
」
と
に
分
け

て
藁
人
形
の
用
例
を
示
す
。
併
せ
て
、
藁
人
形
を
示
す
名
称
・
表
記

に
つ
い
て
も
記
す
。

・「
召
魂
」
に
関
す
る
例

王
氏
大
法
巻
三
十
五
「
神
虎
玄
範
門
」
十
ｂ
「
蒭
人
」（
一
例
）

王
氏
大
法
巻
三
十
五
「
神
虎
玄
範
門
」
十
一
ａ
「
蒭
身
」（
二
例
）

金
氏
大
法
目
録　

十
九
ａ
「
芻
身
」（
一
例
）

金
氏
大
法
巻
三
十
六
「
神
虎
攝
召
品
」
十
四
ｂ
「
蒭
身
」（
三
例
）

霊
宝
玉
鑑
巻
十
「
神
虎
追
攝
門
」
十
三
ｂ
「
芻
人
」（
一
例
）

霊
宝
玉
鑑
巻
十
「
神
虎
追
攝
門
」
十
四
ａ
「
芻
人
」（
二
例
）

林
氏
金
書
目
録　

三
十
二
ａ
「
芻
身
」（
一
例
）

林
氏
金
書
巻
二
百
六
十
五
「
開
度
追
攝
品
」
二
十
八
ｂ
「
芻
身
」

（
一
例
）

林
氏
金
書
巻
二
百
七
十
七
「
書
篆
旨
訣
品
」
二
十
二
ａ
・
ｂ
「
蒭

身
」（
七
例
）

林
氏
金
書
巻
三
百
二
十
「
齋
醮
須
知
品
」
七
ｂ
「
蒭
身
」（
六
例
）

周
氏
金
書
巻
二
十
三
「
登
壇
宗
旨
門　

召
役
發
遣
品
」
十
九
ａ

「
蒭
人
」（
一
例
）・「
蒭
身
」（
一
例
）
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
〇
八

・「
煉
度
」
に
関
す
る
例

王
氏
大
法
巻
四
十
七
「
昇
度
契
勘
門
」
十
五
ｂ
「
蒭
身
」（
一
例
）

王
氏
大
法
巻
四
十
八
「
齋
法
符
篆
門
」
一
ｂ
「
蒭
身
」（
一
例
）

王
氏
大
法
巻
五
十
一「
大
鍊
符
篆
門
」一
ｂ
〜
二
ａ
「

人
」（
五

例
）

度
人
大
法
巻
六
十
二「
混
元
陰
鍊
品
」一
ｂ
〜
二
ａ
「

人
」（
五

例
）

度
人
大
法
巻
六
十
二
「
混
元
陰
鍊
品
」
十
二
ｂ
「
蒭
身
」（
一
例
）

度
人
大
法
巻
六
十
二「
混
元
陰
鍊
品
」二
十
四
ａ「
蒭
身
」（
一
例
）

　
「
召
魂
」
に
藁
人
形
を
用
い
て
い
る
の
は
、
王
氏
大
法
、
金
氏
大

法
、
霊
宝
玉
鑑
、
林
氏
金
書
、
周
氏
金
書
で
あ
る
。「
煉
度
」
に
藁

人
形
を
用
い
て
い
る
の
は
、
王
氏
大
法
、
度
人
大
法
で
あ
る）
12
（

。
王
氏

大
法
だ
け
が
、「
召
魂
」
と
「
煉
度
」
に
お
い
て
、
と
も
に
藁
人
形

を
用
い
る
方
法
を
記
し
て
い
る
。蔣
氏
立
成
儀
に
つ
い
て
は
、「
召
魂
」

と
「
煉
度
」
に
お
い
て
藁
人
形
を
用
い
る
方
法
を
記
し
て
い
な
い
。

　

藁
人
形
を
用
い
る
場
所
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。
王
氏
大
法
、
霊

宝
玉
鑑
、周
氏
金
書
で
は
、「
召
魂
」
に
藁
人
形
を
用
い
る
儀
礼
を
「
八

門
召
魂
壇
」（
周
氏
金
書
は
「
八
門
聚
魂
壇
」）
で
行
う
が
、
林
氏
金

書
は
「
二
壇
中
間
空
地
」（
巻
二
百
七
十
七
、二
十
二
ｂ
）
で
行
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
林
氏
金
書
の
儀
礼
は
、「
陰
陽
二
壇
」
は
建
て

る
が
、「
八
門
召
魂
壇
」
は
建
て
な
い
方
式
な
の
で
あ
る
。

　

金
氏
大
法
は
、「
八
門
召
魂
壇
」
を
建
て
て
い
る
が
、
そ
こ
で
「
蒭

身
」を
用
い
る「
召
魂
」を
行
っ
た
か
ど
う
か
が
明
確
で
は
な
い
。「
蒭

身
」
を
用
い
る
「
召
魂
」
に
つ
い
て
は
巻
三
十
六
の
「
蒭
身
昇
度
法
」

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
門
外
居
魂
壇
」（
十
四
ｂ
）
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
門
外
居
魂
壇
」
が
「
八
門
召
魂
壇
」
で
あ

る
の
か
ど
う
か
が
、
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る）
13
（

。

　
「
八
門
召
魂
壇
」で「
芻（
蒭
）人
」「
蒭
身
」を
用
い
て
行
う「
召
魂
」

の
儀
礼
は
、
王
氏
大
法
、
霊
宝
玉
鑑
に
お
い
て
共
通
し
て
お
り
、
周

氏
金
書
は
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
金

氏
大
法
、
林
氏
金
書
は
、「
芻
（
蒭
）
身
」
を
用
い
た
「
召
魂
」
儀

礼
を
記
す
が
、
そ
の
内
容
は
王
氏
大
法
等
に
見
え
る
も
の
と
や
や
異

な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

二 

、王
氏
大
法
「
建
八
門
召

壇
式
」
と
霊
宝
玉
鑑
「
八

門
壇
式
」
と

　

ま
ず
、
藁
人
形
を
用
い
る
「
召
魂
」「
煉
度
」
の
儀
礼
を
と
も
に

記
載
し
て
い
る
王
氏
大
法
を
、基
本
的
な
資
料
と
し
て
検
討
し
た
い
。

王
氏
大
法
巻
三
十
五
「
神
虎
玄
範
門
」
に
「
建
八
門
召

壇
式
」（
十

ａ
〜
十
一
ｂ
）
が
あ
る
が
、
こ
の
「
建
八
門
召

壇
式
」
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
前
掲
拙
稿
二
〇
一
三
年
ａ
お
よ
び
二
〇
一
三
年
ｂ
に
引
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
〇
九

用
し
、
書
き
下
し
文
も
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
蒭
人
」
に
つ
い

て
記
し
た
部
分
と
「
蒭
身
」
を
用
い
た
「
攝
召
儀
」
を
記
し
た
部
分

だ
け
を
抜
き
出
し
て
、
こ
こ
に
示
す
。
霊
宝
玉
鑑
巻
十
「
神
虎
追
攝

門
」
に
あ
る
「
八
門
壇
式
」（
十
三
ａ
〜
十
四
ａ
）
に
ほ
ぼ
同
じ
文

が
あ
る
の
で
、
括
弧
内
に
文
字
の
異
同
を
示
す）
14
（

。
括
弧
内
の
「
鑑
」

は
霊
宝
玉
鑑
を
示
す
。
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、
王
氏
大
法
と
霊

宝
玉
鑑
を
そ
れ
ぞ
れ
別
に
示
す
。

○
蒭
人次

（
鑑
「
古
法
」
に
作
る
）
以
淨
蒭
（
鑑
「
芻
」
に
作
る
）
縛
（
鑑
な
し
）

作
人
形
、
依
生
（
鑑
「
生
」
下
に
「
門
」
字
あ
り
）
前
外
（
鑑
「
服
」

に
作
る
）
飾
衣
冠
（
鑑
な
し
）
服
（
鑑
「
腹
」
に
作
る
）、
中
安
大

梵
隱
語
、頭
上
戴
升
（
鑑
「
生
」
に
作
る
）
天
大
券
、懸
掛
（
鑑
「
釣
」

に
作
る
）
於
秤
架
（
鑑
な
し
）
鈎
上
、
令
蒭
（
鑑
「
芻
」
に
作
る
）

人
空
立
離
地
三
五
寸
許
（
鑑
な
し
）。

 

（
王
氏
大
法
巻
三
十
五
、十
ｂ
）

王
氏
大
法
：
次
に
浄
蒭
を
以
て
縛
り
て
人
の
形
と
作
し
、
生
前

に
依
り
て
外
に
衣
冠
を
飾
し
、
腹
（
霊
宝
玉
鑑
に
よ
っ
て
改
め

る
）
中
に
大
梵
隠
語
を
安
ん
じ
、
頭
上
に
升
天
大
券
を
戴
き
、

秤
架
の
鈎
上
に
懸
掛
し
、
蒭
人
を
し
て
空
立
し
て
地
よ
り
離
さ

令
む
る
こ
と
三
五
寸
許ば
か
り。

霊
宝
玉
鑑
：
古
法　

淨
芻
を
以
て
人
の
形
を
作
し
、
生
門
の
前

に
依
り
て
服
飾
し
、
腹
中
に
大
梵
隱
語
安
ん
じ
、
頭
上
に
生
天

大
券
を
戴
き
、
秤
の
鈎
上
に
釣
り
、
芻
人
を
し
て
空
立
し
て
地

よ
り
離
さ
令
む
る
こ
と
三
五
寸
。

　

霊
宝
玉
鑑
で
は
、「
芻
人
」
を
用
い
る
方
法
を
「
古
法
」
と
し
て

い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
王
氏

大
法
は
、「
蒭
人
」
に
「
生
前
」
の
「
衣
冠
」）
15
（

を
着
せ
る
と
し
て
い

る
が
、
霊
宝
玉
鑑
で
は
、「
八
門
壇
」
の
「
生
門
」（
坤
・
南
西
）
の

「
前
」
で
「
服
飾
」
す
る
と
い
う
文
章
に
な
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
王
氏
大
法
の
場
合
は
「
蒭
人
」
を
ど
こ
で
秤
に
「
懸
掛
」
す

る
の
か
を
記
し
て
い
な
い
が
、
霊
宝
玉
鑑
で
は
そ
れ
が
明
示
さ
れ
る

形
に
な
っ
て
い
る
。

○
攝
召
儀

如
期
行
攝
召
儀
（
鑑
「
之
法
」
に
作
る
）。
令
童
男
室
女
（
鑑
「
女
」

下
に
「
各
」
字
あ
り
）
執
二
（
鑑
「
一
」
に
作
る
）
旛
、立
（
鑑
「
立
」

下
に
「
于
」
字
あ
り
）
法
師
之
（
鑑
な
し
）
左
右
、依
法
召
祭
官
（
鑑

な
し
）
將
、
依
（
鑑
「
行
事
茶
酒
供
養
如
」
に
作
る
）
式
（
鑑
「
式
」

下
に
「
道
衆
咏
洞
章
焚
催
」
の
七
字
あ
り
）
召
（
鑑
「
召
」
下
に
「
牒

焚
燎
錢
馬
然
後
」
の
七
字
あ
り
）
請
亡

（
鑑
「
人
」
に
作
る
）。
法

師
（
鑑
「
師
」
下
に
「
先
」
字
あ
り
）
右
手
執
旛
、左
手

召

（
鑑

「
聚
魂
」
に
作
る
）
訣
、
叩
齒
九
通
、
左
嘯
三
聲
、
右
呼
三
聲
。

次
歌
召

（
鑑
「
魂
」
に
作
る
）
呪
、陰
陽
斗
章
。
再
念
召

呪
、
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一
〇

追

呪
（
鑑
な
し
）、
存
用
行
持
以
旛
蒙
蒭
身
（
鑑
「
芻
人
」
に
作

る
）。
若
（
鑑
な
し
）
陰

（
鑑
「
魂
」
に
作
る
）
來
赴
（
鑑
「
附
」

に
作
る
）、
其
旛
重
墜
（
鑑
「
墜
重
」
に
作
る
）、
則
（
鑑
な
し
）
竹

竿
勢
曲
（
鑑
「
曲
勢
」
に
作
る
）、
與
蒭
身
（
鑑
「
芻
人
」
に
作
る
）

秤
重
着
（
鑑
「
到
」
に
作
る
）
地
。
方
（
鑑
「
即
洒
淨
」
に
作
る
）

迎
引
就
（
鑑
「
魂
赴
幕
拯
療
沐
」
に
作
る
）
浴
更
衣
、朝
眞
受
度
（
鑑

「
食
」
に
作
る
）。
況
（
鑑
「
畢
縁
」
に
作
る
）
煉
（
鑑
「
鍊
」
に
作
る
）

度
日
遠
、
恐
亡
者
（
鑑
「
人
」
に
作
る
）
怕
生
人
陽
炁
、
散
亂
陰

（
鑑
「
魄
」
に
作
る
）。
再
以
旛
引
歸
聚

（
鑑
「
魂
堂
」
に
作
る
）

壇
、
開
死
門
（
鑑
「
門
」
下
に
「
而
」
字
あ
り
）
入
、
復
閉
之
。

次
取
壇
中
水
、
以
柳
枝
（
鑑
な
し
）
洒
（
鑑
「
洒
」
下
に
「
之
」
字

あ
り
）
壇
内
（
鑑
「
中
」
に
作
る
）
十
方
。
蒙
者
、
生
形
全

、

視
（
鑑
「
能
令
顯
識
示
」
に
作
る
）
影
現
形
、
遇
（
鑑
な
し
）
引
靈

煉
度
、
却
（
鑑
「
魂
受
鍊
時
」
に
作
る
）
開
生
門
、
引
出
至
壇
（
鑑

「
入
錬
」
に
作
る
）。
此
法
、
如
太
陰
煉
度
方
用
（
鑑
な
し
）。

 

（
王
氏
大
法
巻
三
十
五
、十
ｂ
〜
十
一
ｂ
）

王
氏
大
法
：
期
に
如い
た

ら
ば
攝
召
儀
を
行
ふ
。
童
男
室
女
を
し
て

二
旛
を
執
り
、
法
師
の
左
右
に
立
た
令
め
、
法
に
依
り
て
官
将

を
召
祭
し
、
式
に
依
り
て
亡

を
召
請
す）
16
（

。
法
師
は
右
手
も
て

旛
を
執
り
、
左
手
も
て
召

訣
を

じ
、
叩
齒
す
る
こ
と
九
通
、

左
に
嘯
す
る
こ
と
三
聲
、
右
に
呼
す
る
こ
と
三
聲
。
次
い
で
召

呪
、
陰
陽
斗
章
を
歌
ふ
。
再
び
召

呪
、
追

呪
を
念
じ）
17
（

、

存
用
行
持
し
て
旛
を
以
て
蒭
身
に
蒙
ら
し
む
。
若
し
陰

來
た

り
赴
き
、
其
の
旛
重
く
し
て
墜
つ
れ
ば
、
則
ち
竹
竿
の
勢
曲
し

て
、
蒭
身
の
秤
重
き
が
與た
め

に
地
に
着
く
。
方
に
迎
引
し
て
浴
に

就
き
て
更
衣
し
、
朝
眞
・
受
度
せ
し
む
。
況
や
煉
度
の
日
の
遠

く
し
て
、
恐
ら
く
は
亡
者
の
、
生
人
の
陽
炁
の
陰

を
散
乱
す

る
を
怕
れ
ん
を
や
。
再
び
旛
を
以
て
聚

壇
に
引
歸
し
、
死
門

を
開
き
て
入
れ
、復
た
之
を
閉
づ
。
次
い
で
壇
中
の
水
を
取
り
、

柳
枝
を
以
て
壇
内
の
十
方
を
洒
す
。
蒙
る
者
は
形
を
生
じ

を

全
く
し
、
影
を
視し
め

し
て
形
を
現
す
。
靈
を
引
き
て
煉
度
す
る
に

遇
は
ば
、
却
つ
て
生
門
を
開
き
、
引
き
出
し
て
壇
に
至
る
。
此

の
法
、
太
陰
煉
度
方
の
如
く
用
ふ
。

霊
宝
玉
鑑
：
期
に
如
ら
ば
攝
召
の
法
を
行
ふ
。
童
男
室
女
を
し

て
各

一
旛
を
執
り
、
法
師
の
左
右
に
立
た
令
め
、
法
に
依
り

て
召
將
行
事
す
。
茶
酒
も
て
供
養
す
る
こ
と
式
の
如
く
す
。
道

衆
は
洞
章
を
咏
じ
、
催
召
牒
を
焚
し
、
錢
馬
を
焚
燎
し
、
然
る

後
に
、
亡
人
を
請
ふ
。
法
師
は
先
づ
右
手
も
て
旛
を
執
り
、
左

手
も
て
聚
魂
訣
を

じ
、
叩
齒
す
る
こ
と
九
通
、
左
に
嘯
す
る

こ
と
三
聲
、
右
に
呼
す
る
こ
と
三
聲
。
次
い
で
召
魂
呪
、
陰
陽

斗
章
を
歌
ふ
。
存
用
行
持
し
て
旛
を
以
て
芻
人
に
蒙
ら
し
む
。

陰
魂
來
た
り
附
け
ば
、
其
の
旛
墜
ち
て
重
く
な
り
、
竹
竿
の
曲
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
一
一

勢
、
芻
人
の
秤
の
重
き
が
與
に
地
に
到
る
。
即
ち
洒
淨
し
て
、

魂
を
迎
へ
幕
に
赴
き
、
拯
療）
18
（

・
沐
浴
・
更
衣
し
て
、
朝
眞
・
受

食
せ
し
む
。
畢
ら
ば
鍊
度
の
日
の
遠
き
に
縁
り
て
、
恐
ら
く
は

亡
人　

生
人
の
陽
炁
の
、
陰
魄
を
散
亂
す
る
を
怕
る
れ
ば
、
再

び
旛
を
以
て
聚
魂
堂
の
壇
に
引
歸
し
て
、死
門
を
開
き
て
入
れ
、

復
た
之
を
閉
づ
。
次
い
で
壇
中
の
水
を
取
り
、以
て
之
を
洒
す
。

壇
中
の
十
方
の
蒙
る
者
は
、
形
を
生
じ
魄
を
全
く
し
、
能
く
識

を
顯
は
し
、
影
を
示
し
形
を
現
さ
令
む
。
魂
を
引
き
て
受
鍊
す

る
時
は
生
門
を
開
き
、
引
き
出
し
て
入
鍊
せ
し
む
。

　

細
部
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
と
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
点
は
、王
氏
大
法
が
末
尾
に
「
此
法
、

如
太
陰
煉
度
方
用
」と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
王
氏
大
法
は
、

「
煉
度
」
に
お
い
て
も
藁
人
形
（

人
）
を
用
い
る
方
法
を
記
し
て

い
る
が
、
霊
宝
玉
鑑
に
は
そ
れ
が
な
い
。
そ
う
し
た
違
い
の
反
映
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
芻
人

（
一
） 、王
氏
大
法
の
「
蒭
人
（
蒭
身
）」
と
霊
宝
玉
鑑
の
「
芻

人
」
と

　

次
に
は
、
藁
人
形
（
芻
人
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

王
氏
大
法
で
は
、ま
ず「
淨
蒭
」を
縛
っ
て
人
の
形
に
す
る
と
あ
る
。

こ
れ
が
「
蒭
人
（
蒭
身
）」
で
あ
る
。
霊
宝
玉
鑑
に
は
「
縛
」
の
字

が
な
い
が
、
同
様
に
し
て
「
芻
人
」
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
生
前
の
「
衣
冠
」
を
着
せ
、
腹
中
に
「
大
梵
隱
語
」
を
収
め
、
頭

上
に
「
升
天
大
券
」（
霊
宝
玉
鑑
は
「
生
天
大
券
」）
を
戴
か
せ
る
。

生
前
の
「
衣
冠
」
を
着
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
藁
人
形
の
大
き

さ
は
、
等
身
大
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る）
19
（

。

（
二
）、
金
氏
大
法
の
「
蒭
身
」

　

藁
人
形
に
つ
い
て
、
他
の
儀
礼
書
に
記
す
と
こ
ろ
を
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、
金
氏
大
法
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

先
以
淨
草
、
隨
男
女
形
狀
、
作
一
生
前
身
軀
、
着
生
前
衣
服
、

腹
中
安
大
梵
隱
語
、
頭
上
載
昇
天
大
券
。

 

（
金
氏
大
法
巻
三
十
六
、十
四
ｂ
）

先
づ
淨
草
を
以
て
、
男
女
の
形
狀
に
隨
つ
て
、
一
の
生
前
の
身

軀
を
作
り
、
生
前
の
衣
服
を
着
せ
、
腹
中
に
大
梵
隱
語
を
安
ん

じ
、
頭
上
に
昇
天
大
券
を
載
す
。

　
「
蒭
身
」
の
作
り
方
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
男
女
の
形
状
を
作

り
分
け
て
い
る
。
王
氏
大
法
と
同
様
に
「
生
前
」
の
衣
服
を
着
せ
、

腹
中
に
「
大
梵
隱
語
」
を
収
め
、
頭
上
に
「
昇
天
大
券
」
を
載
せ
て

い
る
。
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一
二

（
三
）、
林
氏
金
書
の
「
芻
（
蒭
）
身
」

　

林
氏
金
書
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

右
蒭
身
、
以

草
結
爲
人
形
、
如
小
兒
様
。
徧
身
貼
符
、
外
以

亡
者
生
平
所
著
衣
服
穿
之
。

 
（
林
氏
金
書
巻
二
百
七
十
七
、二
十
二
ａ
）

右
の
蒭
身
は
、

草
を
以
て
結
び
て
人
の
形
と
爲
す
こ
と
、
小

兒
の
様
の
如
し
。
徧
く
身
に
符
を
貼
り
、
外
に
亡
者
の
生
平
著

た
り
し
所
の
衣
服
を
以
て
之
に
穿き

す
。

諸
召
魂
、
古
者
結
草
爲
蒭
身
。

 

（
林
氏
金
書
巻
三
百
二
十
、七
ｂ
）

諸お
よ

そ
召
魂
す
る
に
、
古
は
草
を
結
び
て
蒭
身
と
爲
す
。

　

巻
二
百
七
十
七
は
比
較
的
詳
し
く
書
い
て
い
る
が
、
巻
三
百
二
十

は
簡
単
に
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
巻
二
百
七
十
七
に
よ
れ
ば
、

「

草
」
を
結
ん
で
人
の
形
に
す
る
。
そ
れ
が
「
小
兒
」
の
よ
う
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
蒭
身
」
が
子
供
く
ら
い
の
大

き
さ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る）

20
（

。「
蒭
身
」の
全
身
に「
符
」を
貼
り
、

亡
者
が
生
き
て
い
る
時
に
着
て
い
た「
衣
服
」を
着
せ
る
。
こ
の「
蒭

身
」
に
貼
る
符
は
、
巻
二
百
六
十
五
、二
十
八
ｂ
以
下
に
「
芻
身
符
」

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
芻
身
符
」
は
全
部
で
六
十
二
道
あ
る

の
で
、
実
際
に
こ
れ
を
子
供
く
ら
い
の
大
き
さ
の
藁
人
形
に
貼
っ
た

と
す
る
と
、
全
身
が
符
で
覆
わ
れ
る
よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。（

四
）、
周
氏
金
書
の
「
蒭
人
」

　

明
代
の
周
氏
金
書
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

古
法
結
草
爲
蒭
人
、
遍
身
粘
符
。

 

（
周
氏
金
書
巻
二
十
三
、十
九
ａ
）

古
法　

草
を
結
ん
で
蒭
人
と
爲
し
、
身
に
遍
く
符
を
粘は

る
。

　

林
氏
金
書
と
同
様
に
「
蒭
人
」
の
身
に
あ
ま
ね
く
符
を
貼
る
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
周
氏
金
書
は
、「
古
法
」
と
し
て
こ
れ

を
記
し
て
は
い
る
も
の
の
、「
當
削
去
（
當
に
削
去
す
べ
し
）」
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、「
蒭
人
」
に
貼
る
符
に
つ
い
て
は
載
せ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
五
）、
二
種
類
の
芻
人

　

以
上
の
よ
う
に
、「
召
魂
」に
用
い
る
藁
人
形（
芻
人
）に
つ
い
て
は
、

次
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

（
Ａ
） 

腹
中
に
「
大
梵
隱
語
」
を
収
め
、
頭
上
に
「
升
天
大
券
」

を
戴
く
も
の
。

（
Ｂ
）
身
に
あ
ま
ね
く
符
を
貼
る
も
の
。
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
一
三

　

王
氏
大
法
、
霊
宝
玉
鑑
、
金
氏
大
法
に
あ
る
の
が
、（
Ａ
）「
大
梵

隱
語
」
と
「
升
天
大
券
」
と
を
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
林
氏
金
書
、

周
氏
金
書
に
あ
る
の
が
、（
Ｂ
）
身
に
あ
ま
ね
く
符
を
貼
る
も
の
で

あ
る
。（
Ａ
）
に
用
い
る
「
大
梵
隱
語
」
と
「
升
天
大
券
」
と
に
つ

い
て
は
、後
に
検
討
す
る
。（
Ｂ
）
の
符
は
、林
氏
金
書
に
よ
れ
ば
「
芻

身
符
六
十
二
道
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
符
形
は
省
略
し
て
名

称
の
み
を
示
す
。

「
左
眼
上
」「
右
眼
上
」「
左
額
上
」「
右
額
上
」「
正
面
」「
瞼
上

左
」「
瞼
上
右
」「
左
鼻
孔
」「
右
鼻
孔
」「
左
太
陽）
21
（

」「
右
太
陽
」

「
左
臂
上
」「
右
臂
上
」「
左
乳
上
」「
右
乳
上
」「
左
腕
上
」「
右

腕
上
」「
左
手
上
」「
右
手
上
」「
頸
上
」「
喉

」「
口
中
」「
左

耳
中
」「
右
耳
中
」「
頭
上
」「
髻
上
」「
左
背
上
」「
右
背
上
」「
左

脇
下
」「
右
脇
上
」「
當
心
中
」「
臍
下
」「
左
胯
」「
右
胯
」「
左

胯
下
」「
右
胯
下
」「
正
額
上
」「
内
一
臓
」「
内
二
臓
」「
内
三
臓
」「
内

四
臓
」「
内
五
臓
」「
左
手
一
指
」「
左
手
二
指
」「
左
手
三
指
」「
左

手
四
指
」「
左
手
五
指
」「
右
手
一
指
」「
右
手
二
指
」「
右
手
三

指
」「
右
手
四
指
」「
右
手
五
指
」「
左
脚
一
指
」「
左
脚
二
指
」「
左

脚
三
指
」「
左
脚
四
指
」「
左
脚
五
指
」「
右
脚
一
指
」「
右
脚
二

指
」「
右
脚
三
指
」「
右
脚
四
指
」「
右
脚
五
指
」

 

（
林
氏
金
書
巻
二
百
六
十
五
、二
十
八
ｂ
〜
四
十
四
ａ
）。

　

王
氏
大
法
、
度
人
大
法
に
あ
る
「
煉
度
」
の
「

人
」
に
つ
い
て

は
、「
十
二
經
絡
符
」
を
五
臓
六
腑）
22
（

（
の
位
置
）
に
配
置
す
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
身
体
に
関
わ
る
点
で
は
、
こ
の
「
芻
身
符
」
と

似
て
い
る
。
し
か
し
、「
十
二
經
絡
符
」
の
場
合
は
、
中
国
の
伝
統

医
学
に
お
け
る
十
二
經
絡
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
林
氏
金
書
の
「
芻

身
符
」の
場
合
は
、何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
芻

身
符
」
で
は
、
手
足
の
指
の
す
べ
て
に
貼
る
符
が
あ
る
の
が
特
徴
的

で
あ
る
が
、
な
ぜ
指
の
一
つ
一
つ
に
対
応
し
た
符
を
貼
る
の
か
に
つ

い
て
、
そ
の
理
由
を
探
る
手
掛
か
り
は
今
の
と
こ
ろ
得
ら
れ
て
い
な

い
。

　

そ
の
ほ
か
に
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
周
氏
金
書
を
除
い
て
、

（
Ａ
）（
Ｂ
）
ど
ち
ら
の
場
合
も
藁
人
形
に
は
衣
服
（
衣
冠
）
を
着
せ

て
い
る
こ
と
と
、
金
氏
大
法
に
お
い
て
男
女
の
形
状
を
作
り
分
け
る

こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、「
大
梵
隱
語
」
と
「
升
天
大
券
」
と

（
一
）、「
大
梵
隱
語
」

　

王
氏
大
法
、
霊
宝
玉
鑑
、
金
氏
大
法
に
お
い
て
藁
人
形
（
芻
人
）

の
腹
中
に
収
め
る
「
大
梵
隱
語
」
は
、『
元
始
无
量
度
人
上
品
妙
經
』
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十
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一
一
四

の
「
元
始
霊
書
中
篇
」
で
あ
る）
23
（

。
こ
れ
は
三
十
二
天
中
の
大
梵
の
隠

さ
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
量
り
知
れ
な
い
大
き
な
音
で
あ
る
。
こ
れ
が

天
上
に
現
れ
た
時
の
元
の
文
字
は
み
な
一
丈
四
方
で
あ
り
、
天
真
皇

人
が
、
昔
そ
の
書
体
と
正
し
い
音
を
定
め
た
と
い
う
。

　

以
下
、
王
氏
大
法
に
よ
っ
て
「
大
梵
隱
語
」
が
ど
の
よ
う
に
儀
礼

の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、王
氏
大
法
巻
十
六
「
鎭
禳
攝
制
門
」「
三
十
二
天
靈
章
寶
文
」

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三
十
二
天
玉
字
、
乃
雲
篆
大
梵
之
炁
、
結
空
成
文
。
即
元
始
靈

寶
中
篇
大
梵
隱
語
是
也
。 
（
王
氏
大
法
巻
十
六
、十
ａ
）

三
十
二
天
玉
字
は
、
乃
ち
雲
篆
せ
る
大
梵
の
炁
に
し
て
、
空
に

結
し
て
文
を
成
す
な
り
。
即
ち
元
始
靈
寶
中
篇
大
梵
隱
語
是
れ

な
り
。

　

そ
し
て
、「
東
方
八
天
玉
字
」「
南
方
八
天
玉
字
」「
西
方
八
天
玉
字
」

「
北
方
八
天
玉
字
」
の
篆
文
を
記
し
て
い
る
（
十
一
ｂ
〜
二
十
ａ

）
24
（

）。

書
き
方
・
用
い
方
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
前
半
部
分

（「
凡
修
煉
之
士
」
〜
「
以
和
三
田
」）
に
つ
い
て
は
、
度
人
大
法
巻

三
十
二
、十
一
ａ
・
ｂ
に
ほ
ぼ
同
じ
文
が
あ
る
の
で
、
括
弧
内
に
異

同
を
示
す
。
括
弧
内
の「
度
」は
度
人
大
法
を
示
す（
以
下
も
同
じ
）。

凡
修
鍊
（
度
「
煉
丹
」
に
作
る
）
之
士
、
當
擇
丙
丁
火
旺
之
日
、

面
東
南
設
香
几
（
度
「
案
」
に
作
る
）、
再
拝
、
以
（
度
「
而
書
於
」

に
作
る
）
黄
素
書
之
（
度
「
上
」
に
作
る
）。
或
（
度
「
以
」
に
作
る
）

鎭
或
（
度
な
し
）
佩
、則
萬
靈
振
伏
、召
集
眞
元
、以
和
（
度
「
叩
」

に
作
る
）
三
田）
25
（

。
更
於
本
命
・
庚
申
・
甲
子
・
八
節
・
太
歳
吉

辰
服
之
、招
眞
致
靈
、日
生
知
慧
神
光
、百
神
昭
感
、飛
眞
太
嘘
。

萬
災
不
干
、
神
靈
擁
護
、
坐
役
朝
謁
、
所
謂
無
所
不
辟
、
無
所

不
禳
也
。
如
禳
鎭
濟
度
存
亡
、
以
青
素
朱
書
、
安
鎭
五
方
。
再

以
黄
素
總
書
、
安
中
央
。
於
散
壇
之
日
、
安
五
方
、
焚
青
煙
中
、

風
散
十
方
。
則
所
召
所
治
、
無
不
克
應
、
是
謂
大
梵
無
量
之
音

也
。
先
當
朝
奏
三
天
、
請
降
内
誦
洞
章
。
隨
事
行
用
、
立
彰
玄

感
矣
。　

 

（
王
氏
大
法
巻
十
六
、十
ｂ
）

凡
そ
修
鍊
の
士
、
當
に
丙
丁
火
旺
の
日
を
擇
ん
で
、
東
南
に
面

し
て
香
几
を
設
け
、
再
拝
し
て
、
黄
素
を
以
て
之
を
書
す
べ
し
。

或
は
鎭
め
或
は
佩
す
れ
ば
、
則
ち
萬
靈
は
振
伏
し
、
眞
元
を
召

集
し
、
以
て
三
田
を
和
す
。
更
に
本
命
・
庚
申
・
甲
子
・
八
節
・

太
歳
吉
辰
に
於
て
之
を
服
さ
ば
、
招
眞
致
靈
し
、
日
は
知
慧
神

光
を
生
じ
、
百
神
は
昭
感
し
、
眞
を
太
嘘
に
飛
せ
ん
。
萬
災
は

干
さ
ず
、
神
靈
は
擁
護
し
、
坐
役
し
朝
謁
す
る
に
、
所
謂
所
と

し
て
辟
せ
ざ
る
は
無
く
、
所
と
し
て
禳
せ
ざ
る
は
無
き
な
り
。

如
し
禳
鎭
し
存
亡
を
濟
度
せ
ば
、
青
素
を
以
て
朱
書
し
、
五
方

に
安
鎭
す
。
再
び
黄
素
を
以
て
總
書
し
、
中
央
に
安
ん
ず
。
散

壇
の
日
に
於
て
、
五
方
に
安
じ
、
青
煙
の
中
に
焚
し
、
風
も
て
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
一
五

十
方
に
散
ず
。
則
ち
召
す
所
治
む
る
所
、
克よ

く
應
ぜ
ざ
る
こ
と

無
し
。
是
れ
大
梵
無
量
の
音
と
謂
ふ
な
り
。
先
づ
當
に
三
天
に

朝
奏
し
、
請
ひ
降
し
て
洞
章
を
内
誦
す
べ
し
。
事
に
隨
ひ
て
行

ひ
用
ふ
れ
ば
、
立
ど
こ
ろ
に
玄
感
を
彰
か
に
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
「
大
梵
隱
語
」
は
、
黄
色
い
絹
に
雲
篆
で
書
い
て
、

鎮
め
た
り
、
佩
び
た
り
し
て
用
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
服
用
す
る
こ

と
も
行
わ
れ
た
。
災
厄
を
鎮
め
禳
う
儀
礼
や
生
者
・
死
者
を
救
う
儀

礼
に
用
い
る
な
ら
ば
、
青
い
絹
に
朱
で
「
大
梵
隱
語
」
を
書
き
、
儀

礼
空
間
の
五
方
に
こ
れ
を
配
置
す
る
。
そ
う
し
た
上
で
ま
た
、
黄
色

い
絹
に
「
大
梵
隱
語
」
を
す
べ
て
書
き
、
ま
ず
「
中
央
」
に
ま
と
め

て
置
き
、「
散
壇
」
の
日
に
改
め
て
五
方
に
配
置
し
た
後
、
こ
れ
を

焼
く
。
こ
の
よ
う
に
「
大
梵
隱
語
」
の
様
々
な
使
い
方
を
記
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
「
召
魂
」
の
際
に
藁
人
形
の
腹
中
に
収
め
て
使
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

　

巻
二
十
四
「
修
齋
轉
誦
門
」
の
「
内
誦
」
の
項
に
も
様
々
な
使
い

方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。度
人
大
法
巻
三
十
五「
九

宮
洞
視
品
」
十
三
ａ
・
ｂ
に
同
じ
文
が
あ
る
の
で
、
文
字
の
異
同
を

括
弧
内
に
示
す
。

師
（
度
「
師
」
上
に
「
玄
」
字
あ
り
）
曰
、凡
一
切
修
誦
、度
厄
消
災
、

制
伏
救
治
、
呪
祝
百
物
、
摧
滅
凶
妖
、
禳
鎭
不
祥
、
辟
斥
光
恠

（
度
「
怪
」
に
作
る
）、召
龍
致
雨
、請
晴
開
光
、止
水
去
（
度
「
治
」

に
作
る
）
火
、
除
瘟
去
害
、
發
符
呪
水
、
收
束
毒
獸
、
求
仙
修

其
（
度
「
眞
」
に
作
る
）、
七
經
八
緯
、
降
眞
召
靈
、
並
須
密
誦

靈
書
。
萬
遍
（
度
「
徧
」
に
作
る
）
之
後
、
所
欲
立
至
神
通
。
漸

及
（
度
「
至
」
に
作
る
）
十
萬
遍
（
度
「
徧
」
に
作
る
）、坐
致
自
然
、

造
化
無
（
度
「
无
」
に
作
る
）
方
。
如
遇
（
度
な
し
）
大
事
、
書

隱
語
火
化
吹
揚
（
度
「
颺
」
に
作
る
）、
或
安
（
度
「
安
」
下
に
「
高

山
」
の
二
字
あ
り
）
岩
（
度
「
巖
」
に
作
る
）
谷
石
上
。
書
寫
、
或

埋
地
中
、
或
沈
水
中
（
度
「
底
」
に
作
る
）、
採
擇
（
度
「
摘
」
に

作
る
）
仙
藥
救
病
、
皆
用
此
靈
書
（
度
「
隱
語
」
に
作
る
）、
誦
持

（
度
な
し
）
之
者
、
依
口
訣
。

 

（
王
氏
大
法
巻
二
十
四
、二
十
八
ｂ
）

師
曰
く
、
凡
そ
一
切
に
修
誦
し
、
度
厄
消
災
し
、
制
伏
救
治
し
、

百
物
を
呪
祝
し
、
凶
妖
を
摧
滅
し
、
不
祥
を
禳
鎭
し
、
光
恠
を

辟
斥
し
、
龍
を
召
き
て
雨
を
致
し
、
晴
を
請
ひ
て
光
を
開
き
、

水
を
止
め
火
を
去
り
、
瘟
を
除
き
害
を
去
り
、
符
を
發
し
水
を

呪
し
、
毒
獸
を
收
束
し
、
仙
を
求
め
て
眞
（
度
人
大
法
に
よ
っ

て
改
め
る
）
を
修
め
、
七
經
八
緯
も
て
、
眞
を
降
し
靈
を
召
く

に
は
、
並
び
に
須
ら
く
靈
書
を
密
誦
す
べ
し
。
萬
遍
の
後
は
、

欲
す
る
所
は
立
ど
こ
ろ
に
神
通
す
る
に
至
ら
ん
。
漸
く
十
萬

遍
に
及
べ
ば
、
坐
し
て
致
す
こ
と
自
然
に
し
て
、
造
化
無
方
な

り
。
如
し
大
事
に
遇
は
ば
、
隱
語
を
書
し
て
火
化
吹
揚
し
、
或
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一
一
六

は
高
山
（
度
人
大
法
に
よ
っ
て
改
め
る
）
の
岩
・
谷
の
石
の
上

に
安
ん
ず
。
書
寫
し
て
、或
は
地
中
に
埋
め
、或
は
水
中
に
沈
め
、

仙
藥
を
採
摘
（
度
人
大
法
に
よ
っ
て
改
め
る
）
し
て
病
を
救
ふ
に

は
、皆
此
の
靈
書
を
用
ふ
。
之
を
誦
持
す
る
者
は
、口
訣
に
依
れ
。

　

こ
こ
に
も
「
靈
書
（
大
梵
隱
語
）」
を
「
密
誦
」
す
る
こ
と
や
、（
紙

や
絹
に
）
書
い
た
も
の
を
焼
い
た
り
、
岩
や
石
の
上
に
置
い
た
り
す

る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
書
い
て
地
中
に
埋
め
た
り
、
水
中
に
沈
め

た
り
す
る
に
も
、
仙
薬
を
採
集
し
病
を
治
す
と
き
に
も
、
こ
の
「
靈

書
」
を
用
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
巻
二
十
四
の
場
合
も
「
召

魂
」
の
藁
人
形
に
用
い
る
こ
と
は
述
べ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
巻
十
六
・
巻
二
十
四
に
は
「
大
梵
隱
語
」
の
広
範
な

用
法
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
王
氏
大
法
の
他
の
箇
所
に
も
「
大
梵
隱

語
」
の
用
い
方
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
簡
単
に
見
て
お
き
た
い）
26
（

。

　

巻
四
十
「
齋
法
符
篆
門
」
は
、「
設
醮
」
に
お
い
て
五
方
を
「
安

鎭
」
す
る
の
に
用
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る）
27
（

。
こ
れ
は
巻
十
六
に
お

い
て
、「
散
壇
の
日
」
に
五
方
に
安
置
し
て
か
ら
そ
れ
を
焼
く
と
す

る
部
分
に
一
致
す
る
。
ま
た
、巻
十
二
「
濟
世
立
功
門
」
は
、「
解
禳
」

を
行
う
た
め
の
壇
に
「
大
梵
隱
語
」
を
配
置
す
る
こ
と
を
記
し
て
い

る）
28
（

。
こ
れ
が
巻
十
六
「
鎭
禳
攝
制
門
」
で
「
禳
鎭
」
と
記
し
て
い
る

も
の
に
当
た
る
の
で
あ
れ
ば
、「
解
禳
」の
壇
に
用
い
ら
れ
た
の
は「
青

素
」
に
「
朱
書
」
し
た
「
大
梵
隱
語
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
大
梵
隱
語
」
を
念
誦
し
て
用
い
る
例
は
多
い）
29
（

。
巻
六
十
六
「
文

移
雜
用
門
」「
開
經
疏
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
道
士
の
「
看
經
」
す

る
経
典
の
中
に
も
「
元
始
靈
書
中
篇
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
九
ｂ
以

下
）。
巻
二
「
經
緯
修
用
門
」
と
巻
十
七
「
鎭
禳
攝
制
門
」
と
に
は
、

「

都
（
山
）
眞
形
」
を
焼
い
て
灰
を
東
北
方
に
吹
き
、
亡
魂
を
朱

宮
（
南
宮
）
に
昇
ら
せ
る
呪
法
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
存

思
に
よ
っ
て
身
を
元
始
天
尊
と
し
た
後
「
隱
語
」
を
念
誦
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
る）

30
（

。
巻
十
一「
降
眞
召
靈
門
」の「
召
萬
司
如
意
大
將
符
」

の
符
形
と
呪
を
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、「
隱
語
」
を
誦
し
て
「
召
」

と
書
き
、「
印
」
を
用
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の

符
を
用
い
る
時
に
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
と

思
わ
れ
る）
31
（

。
巻
十
二
「
濟
世
立
功
門
」
に
は
、
祈
禳
の
儀
礼
に
お
い

て
「
大
梵
隱
語
」
を
念
誦
す
る
例
が
見
出
さ
れ
る）
32
（

。
巻
十
六
に
は
、

五
方
に
そ
れ
ぞ
れ
「
安
鎭
」
す
る
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
角
の
「
隱
語
」

を
誦
す
る
こ
と
を
記
し）
33
（

、
巻
三
十
九
「
齋
法
符
篆
門
」
に
は
、「
簡
」

を
書
く
時
に
「
隱
語
」
を
用
い
る
（
念
誦
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
）

こ
と
を
記
し
て
い
る）

34
（

。
巻
四
十
三
「
齋
法
符
篆
門
」
に
は
、「
變
食
符
」

を
書
く
時
に
「
靈
書
中
篇
」
を
念
ず
る
と
あ
る）
35
（

。
巻
五
十
八
「
齋
法

宗
旨
門
」、
巻
五
十
九
「
齋
法
宗
旨
門
」
に
は
、
開
度
の
儀
礼
に
お

い
て
「
大
梵
隱
語
」
を
念
誦
す
る
例
が
見
出
さ
れ
る）
36
（

。
以
上
の
念
誦

の
例
は
、
巻
二
十
四
に
記
す
と
こ
ろ
に
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
一
七

れ
る
。
巻
二
十
四
で
は
「
密
誦
」
と
あ
る
が
、他
の
巻
の
例
で
も
「
黙

念
」
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
「
念
」「
誦
」
と

し
て
い
る
も
の
も
多
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
巻
十
二
「
濟
世
立
功
門
」
に
は
、「
大
梵
隱
語
」
を

焼
い
て
用
い
る
例
が
あ
る）
37
（

。
こ
れ
は
巻
二
十
四
に
あ
る「
火
化
吹
揚
」

に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
巻
二
「
經
緯
修
用
門
」
に
は
、「
中
篇
玉
字
」

を
書
い
て
呑
む
こ
と
が
あ
る）

38
（

。
巻
十
六
の
服
し
て
用
い
る
方
法
に
通

ず
る
も
の
で
あ
る
。
巻
十
八「
經
句
符
書
門
」に
は「
中
篇
」の「
天
篆
」

を
取
っ
て
符
に
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る）
39
（

。
ま
た
、巻
四
十
八「
齋

法
符
篆
門
」
に
は
、「
靈
寶
昇
天
左
券
」
に
「
大
梵
隱
語
」
を
記
す

こ
と
を
載
せ
て
い
る）
40
（

。
こ
の
「
靈
寶
昇
天
左
券
」
は
、後
述
す
る
「
昇

天
大
券
」
の
一
種
で
あ
る）
41
（

。

　

以
上
、
王
氏
大
法
に
よ
っ
て
「
大
梵
隱
語
」
が
霊
宝
斎
の
流
れ
を

汲
む
儀
礼
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

見
て
き
た
。「
大
梵
隱
語
」
は
、
宇
宙
の
始
め
に
現
れ
た
、
宇
宙
の

生
成
力
そ
の
も
の
が
音
と
し
て
、
ま
た
文
字
と
し
て
現
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
根
源
的
な
力
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
て
儀
礼
の

様
々
な
場
面
で
使
っ
て
い
る
。
王
氏
大
法
以
外
の
儀
礼
書
に
お
い
て

も
「
大
梵
隱
語
」
を
様
々
に
用
い
る
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
大
梵
隱
語
」
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ

ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
王
氏
大
法
に
お
け

る
用
法
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
を
藁
人
形
（
芻
人
）
の
腹
中
に
収

め
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

広
範
な
使
用
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
た
だ
単
に
呪
的
な
力
を
増
す

た
め
に
使
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、「
大
梵
隱
語
」
の
生
成

力
に
よ
っ
て
死
者
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
召
魂
」
よ
り
も
「
煉
度
」
に
お
い

て
藁
人
形
に
使
用
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
、「
煉
度
」
に
お
い
て
用
い
た
藁
人
形
に
「
大

梵
隱
語
」
が
ま
ず
使
用
さ
れ
、
そ
れ
が
「
召
魂
」
に
用
い
る
藁
人
形

に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

（
二
）、
升
天
大
券

　

次
に
藁
人
形
（
芻
人
）
の
頭
上
に
戴
か
せ
る
「
升
天
大
券
」
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　
『
元
始
无
量
度
人
上
品
妙
經
四
注
』
巻
二
「
魔
王
監
擧
无
拘
天
門

（
魔
王
の
監
擧
し
て
天
門
に
拘と
ど

む
る
こ
と
无
か
ら
ん
こ
と
を
）」
に
付

さ
れ
た
唐
の
李
少
微
の
注
は
、「
昇
天
之
券
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

少
微
曰
、
天
尊
賜
昇
天
之
券
、
魔
王
保
擧
而
奉
之
、
所
到
天
門
、

无
敢
拘
礙
執
問
也
。
洞
神
經
昇
天
券
、出
人
皇
文
中
第
六
・
十
八
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
一
八

字
。
以
青
素
書
帶
身
。
道
士
臨
昇
天
之
日
、
五
嶽
不
得
此
券
、

則
拘
入
魂
魄
、
不
使
同
昇
。
江
河
淮
海
不
得
此
券
、
則
留
人
血

液
、
不
使
同
昇
。
地
官
不
得
此
券
、
則
拘
人
之
形
、
不
使
昇
度
。

天
官
不
得
此
券
、
則
拘
閉
天
門
、
不
使
昇
進
。
天
門
吏
士
訶
禁

求
券
、
得
券
、
即
前
入
太
一
紫
府
、
見
大
道
君
。
然
後
、
一
切

諸
神
不
敢
拘
制
也
。

 

（『
度
人
經
四
注
』
巻
二
、五
十
九
ｂ
〜
六
十
ａ
）

少
微
曰
く
、
天
尊　

昇
天
の
券
を
賜
ひ
、
魔
王　

保
擧
し
て
之

を
奉
ず
れ
ば
、
天
門
に
到
る
所
は
、
敢
へ
て
拘
礙
し
て
執
問
す

る
も
の
无
き
な
り
。
洞
神
經）
42
（

昇
天
券
は
、人
皇
文
中
第
六
・
十
八

字
に
出
づ
。
青
素
を
以
て
書
き
て
身
に
帶
ぶ
。
道
士　

昇
天
の

日
に
臨
ん
で
、
五
嶽　

此
の
券
を
得
ず
ん
ば
、
則
ち
魂
魄
を
拘

入
し
て
、
同
に
は
昇
ら
使
め
ず
。
江
河
淮
海　

此
の
券
を
得
ず

ん
ば
、
則
ち
人
の
血
液
を
留
め
て
、
同
に
は
昇
ら
使
め
ず
。
地

官　

此
の
券
を
得
ず
ん
ば
、
則
ち
人
の
形
を
拘
め
て
、
昇
度
せ

使
め
ず
。
天
官　

此
の
券
を
得
ず
ん
ば
、
則
ち
拘
め
て
天
門
を

閉
ぢ
、
昇
進
せ
使
め
ず
。
天
門
の
吏
士　

訶し
か

り
禁と
ど

め
て
券
を
求

む
れ
ど
も
、
券
を
得
れ
ば
、
即
ち
太
一
紫
府
に
前
め
入
れ
、
大

道
君
に
見
え
し
む
。
然
る
後
に
は
、
一
切
の
諸
神　

敢
へ
て
拘

制
せ
ざ
る
な
り
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
昇
天
之
券
」
は
天
尊
か
ら
授
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、こ
の
券
が
な
け
れ
ば
「
天
門
」
を
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
の
券
は
、『
三
皇
文
』中
の「
人
皇
文
」第
六
の
十
八
字
を
青
素（
絹
）

に
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
身
に
帯
び
て
用
い
る
と
し
て
い
る
。『
度

人
經
』の
經
文
そ
の
も
の
に
は「
昇
天
之
券
」の
こ
と
は
な
い
が
、「
魔

王
監
擧
无
拘
天
門
」に
付
さ
れ
た
李
少
微
の
注
は
、『
洞
神
經
』に
よ
っ

て
「
昇
天
之
券
」
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
昇
天
」の
券
の
こ
と
は
、『
无
上
祕
要
』）

43
（

巻
二
十
五「
三
皇
要
用
品
」

に
引
か
れ
て
い
る
『
洞
神
經
』
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

神
仙
昇
天
大
券
文

出
人
皇
中
第
六
・
十
八
字
。
此
券
與
印
同
受
。
不
受
三
天
大
券
、

有
所
封
水
三
官
及
山
川
土
地
神
靈
不
畏
人
。
忽
行
有
所
封
、
亦

反
受
其
殃
。
千
二
百
章
、
无
券
不
行
。
所
有
券
、
不
受
亦
不
行
。

 

（『
无
上
祕
要
』
巻
二
十
五
、八
ｂ
〜
九
ｂ
）

神
仙
昇
天
大
券
文

人
皇
中
の
第
六
・
十
八
字
に
出
づ
。
此
の
券　

印
と
同
に
受
く
。

三
天
の
大
券
を
受
け
ず
ん
ば
、
水
三
官
及
び
山
川
土
地
の
神
靈

に
封
ぜ
ら
る
る
所　

人
を
畏
れ
ざ
る
有
り
。
忽
ち
封
ぜ
ら
る
る

所
有
る
に
行
ふ
も
、
亦
た
反
つ
て
其
の
殃
を
受
け
ん
。
千
二
百

章
は
、
券
无
く
ん
ば
行
は
れ
ず
。
有
る
所
の
券
は
、
受
け
ず
ん

ば
亦
行
は
れ
ず
。

　

こ
の
「
神
仙
昇
天
大
券
文
」
に
つ
い
て
も
、「
人
皇
」
第
六
の
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
一
九

十
八
字
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
は
っ
き
り
と
し
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、「
千
二
百
章
」と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、「
上
章
」

に
よ
っ
て
人
々
の
災
厄
を
除
く
と
き
に
必
要
と
さ
れ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。「
昇
天
」
と
あ
る
の
で
、道
士
が
「
上
章
」
の
た
め
に
（
存

思
に
よ
っ
て
）
天
に
昇
る
と
き
に
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、こ
の
券
が
な
け
れ
ば
、「
水
三
官）
44
（

」「
山
川
土
地
」
の
神
々

に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
太
上
洞
神
三
皇
儀）

45
（

』
に
も
「
昇
天
券
」
を
授
け
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。「
次
授
昇
天
券
」（
八
ａ
）
の
割
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昇
天
券
有
兩
文
、
省
略
者
無
龍
等
。
合
同
四
分
、
理
帶
不
異
。

初
授
三
皇
、
先
分
前
者
。
此
文
詰
屈
、
離
合
成
章
、
存
思
感
通
、

神
眞
降
授
。
今
承
師
口
讀
訣
、
如
左
。
入
山
隱
居
者
、
亦
可
受

後
者
。
與
前
不
相
妨
。
理
佩
各
依
訣
耳
。

 

（『
太
上
洞
神
三
皇
儀
』
八
ａ
）

昇
天
券
に
兩
文
有
り
、
省
略
す
る
者
は
龍
等
無
し
。
四
分
せ
る

を
合
同
し
、
理
帶
す
る
こ
と
異
な
ら
ず
。
初
め
て
三
皇
を
授
く

る
に
は
、
先
づ
前
者
を
分
つ
。
此
の
文
詰
屈
す
れ
ど
も
、
離
合

し
て
章
を
成
し
、
存
思
し
て
感
通
し
、
神
眞
降
授
せ
ん
。
今）
46
（

師

よ
り
承
く
る
口
讀
の
訣
は
、左
の
如
し
。
入
山
隱
居
す
る
者
は
、

亦
後
者
を
受
く
可
し
。
前
と
相
妨
げ
ず
。
理
佩
す
る
こ
と
各

訣
に
依
る
の
み
。

　
「
前
者
」「
後
者
」が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、「
初

授
三
皇
」
の
と
き
に
受
け
る
も
の
と
「
入
山
隱
居
」
す
る
と
き
に
受

け
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
道
士
が
受
け

て
、
身
に
佩
び
る
も
の
と
し
て
記
し
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、「
昇
天
」
の
券
に
つ
い

て
の
記
載
が
『
洞
神
經
』
中
に
あ
り
、
そ
れ
が
「
人
皇
文
」
に
基
づ

く
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。『
无
上
祕

要
』
と
『
太
上
洞
神
三
皇
儀
』
と
で
は
、「
昇
天
」
の
券
は
道
士
が

身
に
佩
び
て
使
う
も
の
で
あ
り
、「
上
章
」
な
ど
の
儀
礼
を
行
う
時

に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
度
人
經
四
注
』
に
あ
る
李
少
微

の
注
の
内
容
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
道
士
が
存
思
に
よ
っ
て
天
に
至

る
と
き
に
、「
天
門
」
を
通
る
の
に
「
昇
天
」
の
券
が
必
要
で
あ
っ

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、『
度
人
經
四
注
』
に
あ
る
李
少

微
の
注
は
、「
道
士
」
が
「
昇
天
の
日
」
に
こ
れ
を
帯
び
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
「
昇
天
の
日
」
は
、

道
士
が
修
行
を
完
成
さ
せ
て
仙
人
と
な
っ
て
天
に
昇
る
日
を
言
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
こ
れ
が
、道
士
が
死
し
て
「
昇
天
」

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
し
て
も
、
道
士
自
身
が
「
昇
天
」
の

券
を
帯
び
て
「
昇
天
」
す
る
の
で
あ
っ
て
、道
士
が
亡
者
に
「
昇
天
」

の
券
を
与
え
て
救
済
す
る
の
で
は
な
い
。
王
氏
大
法
な
ど
に
記
さ
れ

て
い
る
藁
人
形
（
芻
人
）
の
頭
に
戴
か
せ
て
用
い
る
「
昇
天
大
券
」
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
二
〇

と
は
、
そ
の
点
で
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
は
、
王
氏
大
法
に
お
け
る
「
昇
天
」
の
券
に
つ
い
て
の
記
載

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都

合
で
別
の
機
会
に
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
王
氏
大
法
で
は
、「
昇
天
」

の
券
に
つ
い
て
、「
生
人
」
が
佩
び
る
と
い
う
用
途
の
ほ
か
に
、「
亡

人
」
に
与
え
る
と
い
う
用
途
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
宋

代
以
降
の
死
者
救
済
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
黄
籙
斎
に
お
い
て
、
そ

う
し
た
用
い
方
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
氏
大

法
の
中
に
は
、
い
く
つ
か
の
「
昇
天
」
の
券
が
見
ら
れ
る）
47
（

が
、
藁
人

形
（
芻
人
）
に
用
い
た
「
昇
天
」
の
券
は
、お
そ
ら
く
巻
四
十
七
「
昇

度
契
勘
門
」
に
あ
る
「
玉
清
合
同
昇
天
大
券
」
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
煉
度
」
で
用
い
る
藁
人
形
の
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、「
召
魂
」
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
し
か
し
、「
召
魂
」
に
用
い
た
「
升
天
大

券
」も
こ
れ
で
は
な
い
か
と
、今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
る
。「
煉
度
」

に
用
い
る
藁
人
形
の
検
討
と
併
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

小
結

　
「
煉
度
」
に
用
い
る
藁
人
形
（
芻
人
）
に
「
大
梵
隱
語
」
や
「
升

天
大
券
」
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
意
図
は
分
か
り
や
す
い
。

し
か
し
、「
召
魂
」
に
用
い
る
藁
人
形
の
腹
中
に
「
大
梵
隱
語
」
を

収
め
、
頭
に
「
升
天
大
券
」
を
戴
か
せ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
に
つ
い

て
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
答
え
は
得
ら
れ
な
い
。
一
つ
の
可
能
な
解

釈
を
示
せ
ば
、亡
魂
に
と
っ
て
「
大
梵
隱
語
」
や
「
升
天
大
券
」
は
、

魅
力
的
な
贈
り
物
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
召
魂
」

で
こ
れ
を
使
用
す
る
の
は
、「
大
梵
隱
語
」
と
い
う
生
成
力
を
秘
め

た
神
秘
的
な
文
章
や
天
に
昇
る
た
め
に
必
要
な
「
昇
天
大
券
」
を
用

意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
亡
魂
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

亡
魂
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
を
藁
人
形
に
取
り
付
け
て
、
誘
引
し

て
い
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。「
召
魂
」
の
藁
人
形
に
使
わ
れ
て

い
る
限
り
で
は
、「
大
梵
隱
語
」
と
「
昇
天
大
券
」
と
は
、亡
魂
に
と
っ

て
魅
力
的
な
贈
り
物
で
あ
り
、
亡
魂
は
こ
れ
が
欲
し
く
て
藁
人
形
に

寄
り
付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
十
分
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
と

ら
え
方
で
は
、
全
身
に
符
を
貼
っ
て
用
い
る
藁
人
形
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
全
身
に
符
を
貼
る
藁
人
形
と「
大
梵
隱
語
」

「
升
天
大
券
」
を
用
い
る
藁
人
形
と
の
間
に
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
性

格
の
違
い
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。「
召
魂
」に
用
い
る
藁
人
形
に
は
、

生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
根
源
的
な
炁（
気
）と
身
体
と
霊
魂
と
を
め
ぐ
っ

て
の
問
題
が
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る）

48
（

。
符
に
よ
っ
て
生

命
力
に
あ
ふ
れ
た
炁
（
気
）
を
注
入
す
る
こ
と
が
、
重
要
な
の
で
は
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
二
一

な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
藁
人
形
を
使
っ
て
「
召
魂
」

し
た
後
、
藁
人
形
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ま

ま
儀
礼
の
中
で
使
い
続
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
「
召
魂
」

が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
廃
棄
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
は
っ
き

り
と
し
な
い
。

　

現
代
台
湾
の
功
徳
儀
礼
（
抜
度
斎
）
に
用
い
る
「
魂
身
」
と
い
う

人
形
の
場
合
は
、
儀
礼
の
最
初
の
段
階
で
死
者
の
魂
を
付
け
、
儀
礼

の
最
終
段
階
の
死
者
を
送
る
時
ま
で
継
続
し
て
使
用
す
る
。そ
の
間
、

死
者
の
魂
は
こ
の
「
魂
身
」
に
宿
っ
て
い
る
。
王
氏
大
法
に
お
い
て
、

「
召
魂
」
か
ら
「
煉
度
」
に
至
る
ま
で
同
じ
藁
人
形
を
使
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
現
代
台
湾
の
「
魂
身
」
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
王
氏
大
法
で
は
、「
召
魂
」
と
「
煉
度
」

と
だ
け
に
藁
人
形
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る）
49
（

。
し
か
も
、
王
氏
大

法
を
見
る
限
り
、「
召
魂
」と「
煉
度
」に
お
い
て
同
じ
藁
人
形
を
使
っ

て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
て
資
料
を
挙
げ
て
述
べ
て
い
く
こ
と

と
し
た
い
が
、「
召
魂
」
と
「
煉
度
」
と
に
用
い
る
藁
人
形
が
そ
れ

ぞ
れ
別
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、「
召
魂
」「
煉
度
」

と
も
に
、
藁
人
形
を
用
い
る
方
法
が
、
選
択
し
う
る
一
つ
の
方
法
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
王
氏
大
法
は
、

他
の
儀
礼
書
に
比
べ
て
も
、
様
々
な
資
料
を
寄
せ
集
め
て
作
ら
れ
て

い
る
印
象
が
強
い
。
資
料
が
多
く
集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
研
究
を

行
う
上
で
は
貴
重
で
あ
る
が
、
集
め
ら
れ
て
い
る
資
料
相
互
の
整
合

性
は
と
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
王
氏
大
法
は

藁
人
形
を
使
う
方
法
に
つ
い
て
の
資
料
を
載
せ
て
い
る
が
、
藁
人
形

を
使
う
方
法
の
全
体
を
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

以
上
、現
時
点
で
気
が
つ
い
た
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。「
煉
度
」

に
お
い
て
用
い
る
藁
人
形
（
芻
人
）
お
よ
び
「
八
門
召
魂
壇
」
に
お

け
る
「
攝
召
儀
」
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い）
50
（

。

注（
１
） 　

道
教
の
召
魂
儀
礼
に
つ
い
て
は
陳
耀
庭
氏
の
「
攝
召
研
究
」『
陳
耀
庭
道

教
研
究
文
集
』
下
、
上
海
世
紀
出
版
股
份
有
限
公
司
上
海
書
店
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
（
初
出
：『
攝
召
眞
科
』、
香
港
青
松
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

が
あ
る
。「
神
虎
召
魂
法
」
に
つ
い
て
の
拙
稿
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。「
神
虎
法
に
よ
る
召
魂
儀
礼
に
つ
い
て
│
甯
全
真
授
、
王
契
真
纂
『
上

清
霊
宝
大
法
』
を
資
料
と
し
て
」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
五
十
二
輯
、

二
〇
〇
六
年
、「
神
虎
法
に
よ
る
召
魂
儀
礼
の
性
格
│
魂
覓
ぎ
・
嘯
・
招
魂

歌
の
観
点
か
ら
」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
五
十
四
輯
、二
〇
〇
八
年
、「
洞

視
法
と
神
虎
法
│
南
宋
期
の
靈
寶
齋
の
儀
式
書
に
見
え
る
修
行
法
と
召
魂
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
二
二

法
と
に
つ
い
て
」『
東
方
宗
教
』
第
百
十
六
号
、
二
〇
一
〇
年
ａ
。

（
２
） 　

小
稿
に
お
い
て
藁
人
形
の
こ
と
を
基
本
的
に
「
藁
人
形
」「
芻
人
」
と
表

記
す
る
が
、
個
別
の
資
料
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料

に
お
け
る
表
記
を
用
い
る
。

（
３
） 　
「
陰
陽
二
壇
」
に
お
け
る
召
魂
儀
礼
に
つ
い
て
の
拙
稿
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。「
神
虎
堂
中
の
陰
陽
二
壇
に
つ
い
て
（
上
）」『
國
學
院

中
國
學
會
報
』
第
五
十
五
輯
、
二
〇
〇
九
年
、「
神
虎
堂
中
の
陰
陽
二
壇

に
つ
い
て
（
中
）」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
五
十
六
輯
、
二
〇
一
〇
年

ｂ
、「
神
虎
召
魂
法
の
儀
礼
構
成
に
お
け
る
発
玉
札
と
建
陰
陽
二
壇
に
つ
い

て―

南
宋
期
道
教
の
黄
籙
斎
か
ら―

」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
六
十
輯
、

二
〇
一
四
年
。

（
４
） 　
「
八
門
召
魂
壇
」
に
お
け
る
召
魂
儀
礼
に
つ
い
て
の
拙
稿
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。「
神
虎
召
魂
法
に
お
け
る
八
門
召
魂
壇―
南
宋
期
道
教

の
黄
籙
斎
か
ら―

」『
儀
礼
文
化
学
会
紀
要
』
第
一
号
、二
〇
一
三
年
ｂ
、「
八

門
召
魂
壇
に
用
い
る
召
魂
旛
に
つ
い
て―

南
宋
期
道
教
の
神
虎
召
魂
法
か

ら―

」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
五
十
八
輯
、
二
〇
一
三
年
ａ
、「
八
門

召
魂
壇
に
用
い
る
鐵
跡
臺
光
寶
章
に
つ
い
て
│
南
宋
期
道
教
の
神
虎
召
魂

法
か
ら
│
」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
五
十
九
輯
、
二
〇
一
三
年
ｃ
。

（
５
） 　

撰
者
不
詳
。
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
南
宋
期
の
霊

宝
法
の
儀
礼
を
伝
え
て
い
る
。
道
蔵
Ｓ
Ｎ
二
一
九
。

（
６
） 　

留
用
光
（
一
一
三
四
〜
一
二
〇
六
）
傳
授
、
蔣
叔
輿
（
一
一
五
六
〜

一
二
一
七
）
編
次
。
道
蔵
Ｓ
Ｎ
五
〇
八
。

（
７
） 　

撰
者
不
詳
。
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
南
宋
期
の
霊

宝
法
の
儀
礼
を
伝
え
て
い
る
。
道
蔵
Ｓ
Ｎ
五
四
七
。

（
８
） 　

全
眞
（
一
一
〇
一
〜
一
一
八
一
）
授
、
王
契
眞
纂
。
道
蔵
Ｓ
Ｎ

一
二
一
一
。

（
９
） 　

金
允
中
編
。
道
蔵
Ｓ
Ｎ
一
二
一
三
。
丸
山
宏
氏
は
金
允
中
の
道
士
と
し

て
の
活
動
期
間
を
一
二
〇
五
年
か
ら
一
二
二
五
年
の
間
と
し
て
い
る
。
丸

山
宏
氏
『
道
教
儀
礼
文
書
の
歴
史
的
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、

四
六
二
頁
。

（
10
） 　

全
眞
（
一
一
〇
一
〜
一
一
八
一
）
授
、
林
靈
眞
（
一
二
三
九
〜

一
三
〇
二
）
編
。
元
初
の
成
立
。
道
蔵
Ｓ
Ｎ
四
六
六
。

（
11
） 　

周
思
得
修
集
。
蔵
外
道
書
第
十
六
冊
・
第
十
七
冊
。
明
の
宣
徳
年
間

（
一
四
二
六
〜
一
四
三
五
）
の
成
立
。

（
12
） 　
「
煉
度
」
の
該
当
部
分
に
つ
い
て
は
、
王
氏
大
法
と
度
人
大
法
と
で
ほ
ぼ

同
じ
文
を
載
せ
て
い
る
。
両
者
が
同
じ
資
料
に
基
づ
い
て
記
し
て
い
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
13
） 　

金
氏
大
法
巻
十
七
の
「
神
虎
堂
」
に
は
「
召
魂
八
門
壇
」
が
「
神
虎
堂
」

内
の
陰
陽
二
壇
の
中
間
に
建
て
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（「
左
立
陽
耀
通

關
壇
、
右
立
陰
靈
攝
魂
壇
、
中
建
召
魂
八
門
壇
」
十
八
ａ
・
ｂ
）。
こ
れ
に

よ
れ
ば
「
召
魂
八
門
壇
」
は
「
門
外
」
に
建
て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

巻
三
十
六
「
蒭
身
昇
度
法
」
に
あ
る
「
門
外
居
魂
壇
」（
十
四
ｂ
）
を
そ
の
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
二
三

ま
ま
「
召
魂
八
門
壇
」（
巻
三
十
六
、五
ａ
で
は
「
八
門
召
魂
壇
」）
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
金
氏
大
法
の
巻
十
七
「
神
虎
堂
」（
十
八

ａ
以
下
）、巻
三
十
六
「
鐵
跡
臺
光
之
章
」（
四
ｂ
以
下
）、「
八
門
召
魂
壇
」（
五

ａ
）、「
蒭
身
昇
度
法
」（
十
四
ｂ
以
下
）
に
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
内
容

は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
14
） 　
「
建
八
門
召

壇
式
」
の
全
体
の
文
字
の
異
同
は
、
拙
稿
二
〇
一
三
年
ｂ

に
お
い
て
も
示
し
て
い
る
。
な
お
、
拙
稿
二
〇
一
三
ｂ
に
お
け
る
誤
り
に

つ
い
て
は
こ
こ
で
訂
正
し
た
。

（
15
） 　

王
氏
大
法
の
「
衣
冠
服
」
の
「
服
」
に
つ
い
て
は
、「
腹
」
に
改
め
て
後

に
続
け
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
16
） 　

霊
宝
玉
鑑
で
は
、「
召
將
」
の
の
ち
、「
道
衆
」
が
「
洞
章
」
を
歌
い
な

が
ら
「
催
召
牒
」
や
「
錢
馬
」
を
焼
き
、
そ
の
後
で
「
亡
人
」
を
召
請
す

る
と
記
し
て
い
る
。

（
17
） 　

こ
の
「
再
念
召

呪
追

呪
」
の
部
分
は
、
霊
宝
玉
鑑
に
は
な
い
。

（
18
） 　
「
全
形
」
儀
を
指
し
て
い
る
。
王
氏
大
法
の
文
章
で
は
こ
れ
に
触
れ
て
い

な
い
が
、
王
氏
大
法
も
霊
宝
玉
鑑
も
と
も
に
「
全
形
」
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
記
し
て
い
る
。拙
稿「
全
形
儀
小
考―

南
宋
期
道
教
の
黄
籙
斎
か
ら―

」

『
國
學
院
雑
誌
』
第
百
十
七
巻
十
一
号
、
二
〇
一
六
年
参
照
。

（
19
） 　

現
代
台
湾
の
「
収
魂
法
」（
治
病
儀
礼
）
に
用
い
る
藁
人
形
に
つ
い
て
は
、

劉
枝
萬
氏
の
『
中
国
道
教
の
祭
り
と
信
仰
』
下
、
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
、

二
二
頁
以
下
に
写
真
と
と
も
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、「
患
者
」
が

子
供
の
場
合
は
、
そ
の
上
衣
を
着
せ
て
用
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
二
五

頁
）。

（
20
） 　

劉
枝
萬
氏
前
掲
一
九
八
四
年
に
報
告
さ
れ
て
い
る
例
は
、
林
氏
金
書
の

「
蒭
身
」
の
大
き
さ
を
考
え
る
時
に
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
21
）　

こ
の
「
太
陽
」
は
「
太
陽
穴
」（
こ
め
か
み
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
22
） 　

五
臓
に
「
心
胞
絡
」
を
加
え
て
十
二
と
す
る
。
陰
陽
が
あ
る
の
で
、
符

は
合
計
二
十
四
道
と
な
る
。
王
氏
大
法
は
巻
五
十
一
、七
ａ
以
下
に
「
混
元

十
二
經
絡
陰
符
」「
混
元
十
二
經
絡
陽
符
」
を
収
め
て
い
る
。

（
23
） 　
『
元
始
无
量
度
人
上
品
妙
經
四
注
』（
道
蔵
Ｓ
Ｎ
八
七
）
巻
四
、二
ｂ
以
下

参
照
。
李
少
微
は
、「
大
梵
」
に
つ
い
て
は
「
大
梵
者
、
元
始
大
梵
之
炁
、

離
合
以
成
音
也
。
梵
之
言
、
汎
六
合
無
處
不
同
（
大
梵
は
、
元
始
大
梵
の

炁
に
し
て
、
離
合
し
て
以
て
音
を
成
す
な
り
。
之
を
梵
と
言
ふ
は
、
六
合

を
汎
く
し
處
と
し
て
同
じ
か
ら
ざ
る
は
無
け
れ
ば
な
り
）」
と
注
し
て
い
る

（
二
ｂ
〜
三
ａ
）。
ま
た
「
隱
語
」
に
つ
い
て
李
少
微
は
「
隱
語
者
、
謂
隱

祕
天
中
、
世
人
不
解
也
（
隱
語
は
、
天
中
に
隱
祕
し
て
、
世
人
解
せ
ざ
る

を
謂
ふ
な
り
）」（
三
ａ
）
と
注
し
て
い
る
。「
大
梵
隱
語
」
に
つ
い
て
は
、

福
井
康
順
氏
「
霊
宝
経
の
研
究
」『
福
井
康
順
著
作
集
』
第
二
巻　

道
教
思

想
研
究
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
、
法
蔵
館
、
謝
世
維
氏
「
梵
天
・

梵
書
與
梵
音―

道
教
靈
寶
經
典
中
的
「
梵
」
觀
念
」『
輔
仁
宗
教
研
究
』
第

二
十
二
期
、
二
〇
一
一
年
参
照
。
ま
た
、
唐
代
の
埋
葬
に
用
い
る
石
板
に

刻
ま
れ
た
「
大
梵
隱
語
」
に
つ
い
て
は
、
土
屋
昌
明
氏
「
開
元
期
の
長
安
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
二
四

道
教
の
諸
問
題―

金
仙
・
玉
真
公
主
を
め
ぐ
っ
て―

」
王
維
坤
氏
・
宇
野

隆
夫
氏
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
交
流
の
総
合
的
研
究
』 

国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
、
同
氏
「
金
仙
公
主
の
墓
葬
か
ら

み
た
玄
宗
期
長
安
道
教
の
文
字
観
」『
國
學
院
中
國
學
會
報
』
第
五
十
七
輯
、

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
参
照
。

（
24
） 　

度
人
大
法
で
は
、巻
三
十
二「
禳
度
施
用
品
」「
大
梵
隱
語
无
量
音
」に「
東

方
八
天
」「
南
方
八
天
」「
西
方
八
天
」「
北
方
八
天
」
の
篆
文
が
記
さ
れ
て

い
る（
十
二
ａ
〜
二
十
ｂ
）。な
お
度
人
大
法
に
は
、「
大
梵
者
、天
中
之
天
也
。

隱
語
者
、
諸
天
祕
音
也
（
大
梵
は
、
天
中
の
天
な
り
。
隱
語
は
、
諸
天
の

祕
音
な
り
）」（
十
一
ａ
）
と
あ
る
。

（
25
） 　

度
人
大
法
巻
三
十
二
「
禳
度
施
用
品
」
で
は
以
下
は
「
若
朱
書
碧
紙
、

上
度
下
世
亡
魂
、
則
身
入
光
明
、
不
居
重
暗
。
是
謂
大
梵
无
量
之
音
也
（
若

し
碧
紙
に
朱
書
し
て
、下
世
の
亡
魂
を
上
度
せ
ば
、則
ち
身
は
光
明
を
入
れ
、

重
暗
に
居
ら
ず
。
是
れ
大
梵
无
量
の
音
と
謂
ふ
な
り
）」（
十
一
ｂ
）
と
な
っ

て
い
る
。

（
26
） 　
「
大
梵
隱
語
」
は
「
隱
語
」「
靈
書
中
篇
」「
靈
書
」「
中
篇
」
と
記
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
以
下
で
は
そ
の
中
か
ら
代

表
的
と
思
わ
れ
る
も
の
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
27
） 　

王
氏
大
法
巻
四
十
「
安
鎭
章
」
に
「
法
曰
、
建
壇
用
五
老
赤
書
、
一
日

清
旦
用
混
洞
赤
文
章
、
二
日
清
旦
用
制
邪
玉
文
或
元
洞
玉
暦
章
、
三
日
清

旦
用
靈
寶
五
符
、
設
醮
用
大
梵
隱
語
。
事
畢
收
符
焚
之
（
法
に
曰
く
、
建

壇
に
は
五
老
赤
書
を
用
ひ
、
一
日
清
旦
に
は
混
洞
赤
文
章
を
用
ひ
、
二
日

清
旦
に
は
制
邪
玉
文
或
は
元
洞
玉
暦
章
を
用
ひ
、
三
日
清
旦
に
は
靈
寶
五

符
を
用
ひ
、
設
醮
に
は
大
梵
隱
語
を
用
ふ
。
事
畢
ら
ば
符
を
收
め
て
之

を
焚
す
）」（
二
十
ｂ
）
と
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
王
氏
大
法
巻
五
十
六

「
建
壇
用
五
老
赤
書
」
の
項
（
二
十
四
ａ
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
五
方
に
用
い
る
場
合
に
は
「
中
央
八
威
龍
文
章
」（
王
氏
大
法
巻

十
六
、二
十
二
ａ
以
下
）
を
加
え
る
。

（
28
） 　

王
氏
大
法
巻
十
二
「
立
壇
解
禳
式
」
に
「
次
書
大
梵
隱
語
光
明
玉
字
、

按
四
方
均
布
之
（
次
に
大
梵
隱
語
光
明
玉
字
を
書
し
て
、
四
方
に
按
へ
て

均
し
く
之
を
布
く
）」
と
あ
る
。

（
29
） 　

巻
二
十
四
で
は
「
密
誦
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
声
に
出
さ
な
い

で
と
な
え
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
以
下
で
は
、
た
だ
「
念
」「
誦
」
等

と
記
さ
れ
て
い
る
例
も
含
め
て
挙
げ
て
い
き
た
い
。

（
30
） 　

巻
二
に
は「
黙
念
隱
語
一
遍
」（
三
十
四
ａ
）、巻
十
七
に
は「
誦
隱
語
一
遍
」

（
二
十
二
ａ
）
と
あ
る
。

（
31
） 　

巻
十
一
に
「
當
誦
隱
語
、
書
召
用
印
（
當
に
隱
語
を
誦
し
、
召
と
書
き

て
印
を
用
ふ
べ
し
）」（
十
三
ａ
）と
あ
る
。「
書
召
」は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

あ
る
い
は
空
中
に
「
召
」
の
字
を
書
く
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

（
32
） 　

巻
十
二
「
禳
旱
禱
雨
立
壇
式
」
に
は
「
六
時
登
壇
、
誦
大
梵
隱
語
、
或
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
二
五

洞
淵
經
文
、
召
龍
呪
祝
（
六
時
登
壇
し
、
大
梵
隱
語
、
或
は
洞
淵
經
文
を

誦
し
、
召
龍
呪
祝
す
）」（
二
十
四
ａ
）
と
あ
る
。
同
「
祈
晴
止
雨
立
壇
式
」

に
は
「
六
時
行
香
、持
誦
大
梵
隱
語
（
六
時
行
香
し
、大
梵
隱
語
を
持
誦
す
）」

（
二
十
六
ｂ
）
と
あ
る
。
同
「
大
梵
飛
空
」
に
は
「
黙
誦
大
梵
隱
語
六
十
四

句
（
大
梵
隱
語
六
十
四
句
を
黙
誦
す
）」（
三
十
四
ｂ
〜
三
十
五
ａ
）
と
あ
る
。

同
「
禳
治
水
恠
法
」
に
は
「
存
泥
丸
中
元
始
天
尊
、
黙
誦
隱
語
十
遍
（
泥

丸
中
に
元
始
天
尊
を
存
し
、
隱
語
を
黙
誦
す
る
こ
と
十
遍
）」（
三
十
六
ａ
）

と
あ
る
。

（
33
） 　

巻
十
六
「
五
方
安
鎭
祝
辭
」
に
「
次
隨
方
啓
祝
、
衆
皆
同
聲
、
誦
本
方

隱
語
如
式
（
次
に
方
に
隨
ひ
て
啓
祝
し
、
衆
皆
聲
を
同
に
し
て
、
本
方
の

隱
語
を
誦
す
る
こ
と
式
の
如
く
す
）」（
二
十
一
ｂ
）
と
あ
る
。
前
述
の
儀

礼
空
間
に
配
置
し
て
用
い
る
方
法
と
も
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
配
置
し
て
い
く
時
に
も
、「
大
梵
隱
語
」
を
と
な
え
た
の
で
あ
る
。

（
34
） 　

巻
三
十
九
「
度
魂
勅
印
呪
」
の
注
記
に
「
大
凡
書
簡
用
隱
語
、
封
簡
用

敷
落
神
眞
四
句
、
度
簡
用
黄
籙
白
簡
削
死
上
生
（
大
凡
そ
書
簡
に
は
隱
語

を
用
ひ
、
封
簡
に
は
敷
落
神
眞
四
句
を
用
ひ
、
度
簡
に
は
黄
籙
白
簡
削
死

上
生
を
用
ふ
）」（
七
ａ
）
と
あ
る
。

（
35
） 　

巻
四
十
三
「
變
食
符
」
の
符
形
を
記
し
た
後
に
「
右
二
符
、
書
時
念
靈

書
中
篇（
右
二
符
、書
す
る
時
は
靈
書
中
篇
を
念
ず
）」（
二
十
一
ｂ
）と
あ
る
。

（
36
） 　

巻
五
十
八
「
焚
八
難
符
」
の
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
凡
毎
獄

焚
符
畢
、左
玉
清
訣
、右
執
策
杖
、隨
方
於
獄
中
撃
一
下
、念
大
梵
隱
語
一
遍
、

洒
水
、
念
玉
清
流
輝
塗
苦
祕
呪
（
凡
そ
獄
毎
に
符
を
焚
し
畢
は
ら
ば
、
左

も
て
玉
清
訣
し
、
右
も
て
策
杖
を
執
り
、
方
に
隨
ひ
て
獄
中
に
於
て
撃
す

る
こ
と
一
下
、
大
梵
隱
語
を
念
ず
る
こ
と
一
遍
に
し
て
、
水
を
洒
し
、
玉

清
流
輝
塗
苦
祕
呪
を
念
ず
）」（
十
六
ａ
）。
こ
の
よ
う
に
「
破
獄
」
の
際
に

「
大
梵
隱
語
」
を
と
な
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
「
血
湖
獄
」
に
は
「
師
當
於

建
獄
之
所
、
同
道
衆
振
鈴
吟
偈
、
旋
遶
三
匝
、
念
隱
語
、
以
淨
水
洒
獄
中
、

如
細
雨
密
霧
紛
紛
而
下
（
師 

建
獄
の
所
に
當
り
て
、
道
衆
と
同
に
鈴
を
振

り
て
偈
を
吟
じ
、
旋
遶
す
る
こ
と
三
匝
、
隱
語
を
念
じ
、
淨
水
を
以
て
獄

中
を
洒
す
る
こ
と
、細
雨
・
密
霧
の
紛
紛
と
し
て
下
る
が
如
し
）」（
二
十
ｂ
）

と
あ
る
。
巻
五
十
九
「
呪
食
」
に
は
「
師
於
呪
食
之
所
執
水
盂
、
焚
變
食

符
於
内
。（
中
略
）
又
念
隱
語
取
五
方
正
炁
入
水
（
師　

呪
食
の
所
に
於
い

て
水
盂
を
執
り
、
變
食
符
を
内
に
焚
す
。（
中
略
）
又
た
隱
語
を
念
じ
五
方

の
正
炁
を
取
り
て
水
に
入
る
）」（
一
ａ
）
と
あ
る
。
同
「
靈
寶
大
鍊
」
に

は
「
次
焚
火
鍊
諸
符
、誦
隱
語
、取
四
方
炁
生
成
（
次
に
火
鍊
諸
符
を
焚
し
、

隱
語
を
誦
し
、
四
方
の
炁
を
取
り
て
生
成
す
）」（
十
三
ａ
）
と
あ
る
。

（
37
） 　

巻
十
二
「
九
種
陰
功
禳
鎭
修
誦
式
」
に
は
「
若
師
友
命
過
、
當
以
黄
素
、

朱
書
大
梵
隱
語
無
量
内
音
、
焚
而
度
之
（
若
し
師
友
命
過
せ
ば
、
當
に
黄

素
を
以
て
、
大
梵
隱
語
無
量
内
音
を
朱
書
し
、
焚
し
て
之
を
度
す
べ
し
）」

（
三
十
一
ｂ
）
と
あ
る
。

（
38
） 　

巻
二
「
催
徹
視
法
」
に
は
「
先
書
中
篇
玉
字
呑
之
。
如
未
明
、
更
書

三
十
二
天
名
呑
之
（
先
づ
中
篇
玉
字
を
書
し
て
之
を
呑
む
。
如
し
未
だ
明

106　浅野春二氏.indd   一二五106　浅野春二氏.indd   一二五 2017/02/21   13:51:312017/02/21   13:51:31



國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
二
六

ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、更
に
三
十
二
天
名
を
書
し
て
之
を
呑
む
）」（
二
十
九
ａ
）

と
あ
る
。

（
39
） 　

巻
十
八
に
は
「
右
符
二
十
六
道
、
乃
於
中
篇
内
、
取
天
篆
成
符
。
本
無

符
名
。
自
服
、
則
以
正
字
、
救
治
他
人
、
則
用
前
符
取
炁
、
吹
而
給
之
（
右

符
二
十
六
道
は
、
乃
ち
中
篇
の
内
に
於
て
、
天
篆
を
取
り
て
符
と
成
す
。

本
と
符
名
無
し
。
自
ら
服
す
る
に
は
、
則
ち
正
字
を
以
て
し
、
他
人
を
救

治
す
る
に
は
、
則
ち
前
符
を
用
ひ
て
炁
を
取
り
、
吹
き
て
之
に
給
す
る
な

り
）」（
三
十
ａ
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
二
十
六
道
の
符
の
符

形
を
王
氏
大
法
巻
十
六
「
三
十
二
天
靈
章
寶
文
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

た
が
、
あ
ま
り
一
致
す
る
も
の
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

（
40
） 　

巻
四
十
八
「
靈
寶
昇
天
左
右
合
同
券
」
に
は
「
左
券
正
面
、
當
中
團
團

寫
大
梵
隱
語
。
一
行
寫
四
句
（
左
券
の
正
面
に
は
、
中
に
當
た
り
て
團
團

と
し
て
大
梵
隱
語
を
寫
す
。
一
行
に
は
四
句
を
寫
す
）」（
一
ａ
）
と
あ
る
。

二
ａ
・
ｂ
に
は
そ
の
図
を
載
せ
て
い
る
。

（
41
） 　

小
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
「
靈
寶
昇
天
左
券
」
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
機
会
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

（
42
） 　
『
洞
神
經
』
に
つ
い
て
は
、
山
田
俊
氏
が
「
六
朝
以
来
諸
文
献
所
引
「
洞

神
經
」
に
就
い
て―

①
巻
次
明
示
「
洞
神
經
」―

」
の
中
で
次
の
よ
う
述

べ
て
い
る
。「「
洞
神
經
」
は
、「
大
有
」
と
「
小
有
」
の
二
系
統
を
有
す
る

「
三
皇
文
」「
三
皇
經
」
と
称
さ
れ
る
初
期
文
献
と
し
て
発
生
し
、
南
北
朝

に
於
い
て
「
十
四
巻
」
と
い
う
纏
ま
り
を
持
つ
「
洞
神
經
」
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
経
緯
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。「
三
皇
文
」

の
実
態
が
曖
昧
で
あ
り
、
又
、
変
遷
経
緯
に
関
す
る
諸
文
献
の
記
述
に
も

矛
盾
す
る
点
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
」『
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
十
四
巻
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
〜
一
六
頁
。
そ
し
て
、
現
存
の
「
三
皇
文
」

が
「
六
朝
以
前
の
「
三
皇
文
」
の
内
容
を
ど
れ
程
今
に
伝
え
て
い
る
の
か

は
疑
問
で
あ
る
」（
同
前
三
三
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
43
）　

道
蔵
Ｓ
Ｎ 

一
一
三
八
。

（
44
） 　

未
詳
。「
三
官
」
は
天
・
地
・
水
の
三
官
を
言
う
が
、
こ
こ
で
は
「
水
」

が
付
さ
れ
て
「
水
三
官
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
45
） 　

道
蔵
Ｓ
Ｎ 

八
〇
三
。
山
田
俊
氏
は
「「
大
有
籙
圖
經
目
」
の
内
容
は
六

朝
以
来
の
諸
文
献
が
引
用
す
る
「
洞
神
經
」
の
実
態
と
整
合
性
を
持
ち
得

な
い
こ
と
か
ら
、『
太
上
洞
神
三
皇
儀
』
の
成
立
時
期
は
唐
頃
ま
で
に
下
る

の
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
立
て
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
山
田
俊

氏
前
掲
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
46
） 　

影
印
の
文
字
は
「
今
」
に
見
え
る
が
、『
中
華
道
蔵
』
第
四
冊
五
一
二
頁

で
は「
令
」と
し
て
い
る
。「
令
」で
あ
れ
ば
、「
承
師
せ
ら
る
る
口
讀
の
訣
は
」

と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
47
） 　

王
氏
大
法
巻
三
に
「
昇
天
合
同
大
券
」（
十
八
ａ
〜
ｂ
）、巻
四
十
七
に
「
玉

清
合
同
昇
天
大
券
」（
十
五
ａ
〜
十
六
ｂ
）、「
太
陰
煉
化
昇
天
大
券
」（
十
六

ｂ
〜
十
七
ｂ
）、「
南
昌
昇
天
寶
券
」（
十
七
ｂ
〜
十
九
ｂ
）、巻
四
十
八
に
「
靈

寶
昇
天
左
右
合
同
眞
券
」（
一
ａ
〜
八
ｂ
）
が
あ
る
。
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八
門
召
魂
壇
に
お
い
て
用
い
る
芻
人
に
つ
い
て 

一
二
七

（
48
） 　

丸
山
宏
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
宗
教
で
は
符
は
皇
帝
で
な

く
高
位
の
神
や
祖
師
の
権
威
で
、
鬼
神
を
動
か
す
命
令
の
力
を
持
つ
こ
と

に
な
り
、
鬼
神
に
対
す
る
符
命
や
符
勅
と
な
る
。
し
る
し
は
そ
れ
自
体
に

神
秘
的
な
力
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
宇
宙
の
原
初
の
う
ず
ま
く
気
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
示
す
力
強
い
曲
線
、
い
わ
ば
文
字
が
文
字
と
し
て
立
ち
現
れ
る

前
の
原
初
の
文
字
の
よ
う
な
形
が
、
朱
色
の
筆
で
複
雑
に
描
か
れ
る
例
が

多
い
」（
丸
山
宏
氏
「
道
教
の
符
呪―

道
教
儀
礼
史
に
お
け
る
非
文
字
資

料
研
究
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て―
」
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
『
非
文
字
資
料
研

究
』
第
八
号
、
二
〇
〇
五
年
、
一
六
頁
）。「
符
自
体
は
文
字
に
な
る
前
の

形
、
あ
る
い
は
文
字
を
予
想
し
つ
つ
前
提
に
し
た
形
と
い
え
な
く
も
な
い

が
、
符
は
文
字
と
区
別
さ
れ
、
神
の
命
令
、
光
、
炁
（
気
）
と
し
て
通
常

の
文
字
よ
り
も
強
い
力
を
具
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
非
文
字
で
あ
る
」

（
同
氏
「
台
南
道
教
の
符
篆
に
つ
い
て―

放
赦
科
儀
の
九
龍
符
命
と
そ
の
歴

史
を
中
心
に―

」年
報『
人
類
文
化
研
究
の
た
め
の
非
文
字
資
料
の
体
系
化
』

第
三
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
二
頁
）。
符
形
そ
の
も
の
に
炁
（
気
）
そ
の

も
の
の
力
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
藁
人
形
に

配
置
す
る
こ
と
は
、
藁
人
形
に
そ
う
し
た
力
を
宿
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
49
） 　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
召
魂
」
と
「
煉
度
」
の
両
方
に
藁
人
形
を
用

い
る
方
法
を
記
し
て
い
る
の
は
王
氏
大
法
だ
け
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
は

特
殊
な
例
で
あ
る
。

（
50
） 　
「
煉
度
」
に
用
い
る
藁
人
形
と
「
攝
召
儀
」
に
つ
い
て
の
考
察
は
「
八

門
召
魂
壇
に
お
け
る
摂
召
儀
に
つ
い
て
│
南
宋
期
道
教
の
神
虎
召
魂
法
か

ら
│
」
と
し
て
『
儀
礼
文
化
学
会
紀
要
』
第
五
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
発

行
予
定
）
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　

八
門
召
魂
壇
、
芻
人
、
藁
人
形
、
大
梵
隠
語
、
升
天
大
券
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